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Ⅰ 現状分析 
１ 吹田市の人口推移と将来推計 
２ 年齢階級別人口 －人口ピラミッド 
３ 年齢3区分別人口の推移 
４ 人口動態（１）自然増減 ①出生数・死亡数 ②合計特殊出生率 
      （２）社会増減 ①転入数・転出数 ②年齢階級別人口移動 
               ③転入元・転出先（府内）及び（府外全国） 
５ 吹田市の産業人口（１）従業者数・事業所数 
          （２）産業別人口 
 
Ⅱ 人口の将来推計 
１ 出生率によるシミュレーション（１）将来推計人口 
                （２）人口構造の若返り 
２ 人口移動によるシミュレーション  
３ 将来展望             
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１ 吹田市の人口推移と将来推計 

出典：昭和55年～平成22年までは国勢調査、平成27年以降は社人研「日本の地域別将来推計人口（H25.3.27）」 

●国立社会保障・人口問題研究所（以下、社人研）が公表した推計（平成25年3月）では、 
 平成52年には約31万人まで人口が減少 
 
●平成22年 355,798人⇒平成52年 309,999人 【30年間で45,799人の減、人口減少率12.9％】  

吹田市の人口推移と将来推計 

Ⅰ 現状分析 



２ 年齢階級別人口 －人口ピラミッド 

出典：平成22年は国勢調査、平成52年は社人研「日本の地域別将来推計人口（H25.3.27）」の数値から 

●平成52年には老年人口が増加し、年少人口が減少 
  ⇒ 75歳以上人口は、平成22年のほぼ2倍に 
      0～14歳人口は、約38％減少 
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●75歳以上人口：  
30,207人⇒59,427人 
●65歳以上人口：  
69,823人⇒109,263人 

●0～14歳人口： 
 50,163人⇒31,319人 

吹田市の人口ピラミッド 
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３ 年齢3区分別人口の推移 

出典：昭和55年～平成22年までは国勢調査、平成27年以降は社人研「日本の地域別将来推計人口（H25.3.27） 

●生産年齢人口（15～64歳）は、平成7年以降、減少傾向 
●平成17年には、老年人口（65歳以上）と年少人口（0～14歳）が逆転 
●今後、老年人口が増加し続け、平成52年には全体の35％が65歳以上となり、生産年齢人口 約1.6人で 
 1人の老年人口を支えることになると推計されている 

吹田市の年齢3区分別人口の推移 



４ 人口動態   （１）自然増減  ① 出生数・死亡数 

出典：総務省「市区町村のすがた」 

吹田市の出生数・死亡数の推移 

●平成55年以降、出生数は減少傾向 
 特に昭和59年から平成5年にかけて大きく減少 
 平成19年以降は減少傾向がやや抑えられ微増しているものの、出生数は3千人台前半で推移 
 
●死亡数は緩やかな増加傾向 
 
●死亡数と出生数との差が縮まってきている 
  ⇒ このまま出生数が増加しなければ、自然減（死亡数が出生数を上回る）に転じる可能性がある 



出典：厚生労働省「人口動態統計特殊報告」 

吹田市及び北摂各市の合計特殊出生率の推移 

●合計特出生率…1人の女性が一生に産む子どもの平均人数 
 
●吹田市は、平成5年～9年以降、大阪府の数値を下回り、平成20～24年には、北摂各市の中で 
 箕面市に次いで2番目に低い水準となっている 
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４ 人口動態  （１）自然増減  ②合計特殊出生率 
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４ 人口動態 （２）社会増減  ①転入数・転出数 

●転入数、転出数ともに、いずれも減少傾向 
 
●平成11年までは、4千人前後の転出超過が続いていたが、それ以降、社会増、社会減を繰り返し、 
 平成23年以降は転入数が増加し、4年連続転入超過 
  

出典：平成24年までは総務省「市区町村のすがた」、平成25年以降は「住民基本台帳人口移動報告」 

吹田市の転入数・転出数の推移 
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平成7年→平成12年 

（1995年→2000年） 

平成12年→平成17年 

（2000年→2005年） 

平成17年→平成22年 

（2005年→2010年） 

●転入超過が多い年代は、「10～14歳の人が15～19歳になる間」「15～19歳の人が20～24歳になる間」 
  ⇒ 高校・大学へ進学する年齢層の転入が多い 
●転出超過が多い年代は、「20～24歳の人が25～29歳になる間」 
  ⇒ 卒業後に就職する年齢層の転出が多い 
●女性は「25～29歳→30～34歳」「30～34歳→35～39歳」も転入超過が多い（結婚等により吹田市へ？） 

吹田市の年齢階級別・男女別純移動数の推移 

出典：「国勢調査」による市区町村別男女5歳階級別人口と，厚生労働省大臣官房統計情報部「都道府県別生命表」を用いて推定した市区町村
別男女5歳階級別純移動数と純移動率 

４ 人口動態 （２）社会増減  ②年齢階級別人口移動 



●府内からの転入は、大阪市からの転入者数が最も多い（3,001人）、次いで豊中市（1,323人） 
●府内への転出は、大阪市への転出者数が最も多い（2,542人）、次いで豊中市（1,447人） 
●転出超過となった相手先は、箕面市（▲242人）、豊中市（▲124人） 

４ 人口動態 （２）社会増減  ③転入元・転出先（府内） 

出典：住民基本台帳人口移動報告（平成25年） 

吹田市への転入者の転入元 吹田市からの転出者の転出先 



●府外からの転入は、東京都からの転入者数が最も多い（1,792人）、次いで兵庫県（1,612人）、 
 神奈川県（892人） 
●府外への転出は、東京都への転出者数が最も多い（1,887人）、次いで兵庫県（1,481人）、 
 神奈川県（802人） 
●転出超過となった相手先は、東京都（▲95人） 

４ 人口動態 （２）社会増減  ③転入元・転出先（府外全国） 

吹田市への転入者の転入元 吹田市からの転出者の転出先 

出典：住民基本台帳人口移動報告（平成25年） 



５ 吹田市の産業人口 （１）従業者数・事業所数 

出典：昭和56年～平成18年は「事業所・企業統計調査」、平成21年は「経済センサス-基礎調査」、平成24年「経済センサス-活動調査」 

●事業所数は、平成8年のピーク時には11,925事業所であったが、平成24年には10,962事業所に減少 
 
●従業者数は、平成21年に159,205人とピークを迎え、平成24年は減少 
 
 

吹田市の従業者数・事業所数 



５ 吹田市の産業人口 （２）産業別人口 

出典：国勢調査（平成22年） 

●特化係数…当該産業において、全国と比較した就業者比率の高さ 
 （1を超えると国と比較して就業者比率が高いといえる） 
●卸売業・小売業の就業者が多い（特に男性で顕著） 
●次いで、医療・福祉の就業者数が多い（特に女性で顕著） 
●特化係数は、教育・学習支援業が男女ともに最も高い 

吹田市の産業別人口 



出典：昭和55年～平成22年までは国勢調査、平成27年～52年は社人研「日本の地域別将来推計人口（H25.3.27）」、平成57年以降は 
平成52年の出生・死亡・移動等の傾向がその後も継続すると仮定して推計した場合 

１ 出生率によるシミュレーション （１）将来推計人口 

●社人研の推計では、吹田市の将来人口は、2040年に31.0万人、平成2060年には25.0万人に減少 
●出生率によるシミュレーション 
 ◎ケースAは、合計特殊出生率が2040年までに人口置換水準である2.07に上昇した場合 
 ◎ケースB及びケースCは、ケースAからそれぞれ5年遅れ、10年遅れで2.07に上昇した場合 

Ⅱ 人口の将来推計 
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吹田市の将来推計人口のシミュレーション 

：出生率が2020年に1.6、2030年に1.8、2040年に2.07に到達した場合（国の人口ビジョンと同様の想定） 

：出生率が2025年に1.6、2035年に1.8、2045年に2.07に到達した場合（国想定より5年遅れ） 

：出生率が2030年に1.6、2040年に1.8、2050年に2.07に到達した場合（国想定より10年遅れ） 

社人研推計によると2040年には31.0万人、さらに 
そのまま推移すると仮定した場合、2060年には25.0 
万人となるが、出生率が2040年までに人口置換水準 
に到達すれば、2060年の推計人口は30.0万人を 
確保することができる。 

出生率が向上しても人口
減少に歯止めをかけるに
は長期間を要する。 
 
早く出生率が向上するほ
ど、将来人口に与える効
果が大きい。 
出生率が2.07に達する
のが5年遅れるごとに
2060年時点での推計人
口は8千人ずつ減少。 



１ 出生率によるシミュレーション （２）人口構造の若返り  

吹田市の年齢3区分別将来推計人口のシミュレーション 
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ケースA ケースB ケースC 社人研推計 
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ケースA ケースB ケースC 社人研推計 

出典：昭和55年～平成22年までは国勢調査、平成27年～52年は社人研「日本の地域別将来推計人口（H25.3.27）」、平成57年以降は 
平成52年の出生・死亡・移動等の傾向がその後も継続すると仮定して推計した場合 

社人研推計によると、今後、年少人口は年々 
減少していくが、出生率の向上が図られた場 
合（ケースA～C）、年少人口の減少が下げ止
まり、上昇する局面を迎える。 

出生率が向上した後は、高齢者に比べ若い世代が 
相対的に多くなっていくため、高齢化率が下がっ 
ていく。 
 
出生率の向上が図られた場合（ケースA～C）、 
老年人口の増加がゆるやかに抑制される。 
社人研推計では、2050年以降も高齢化が 
進むのに対し、ケースAでは2050年で高齢化 
率が35.2％で高止まりする。 

●人口減少に歯止めがかかると、人口規模及び構造が安定するとともに人口構造が「若返る」 



２ 人口移動によるシミュレーション 

（現在 分析中です） 

●転入・転出の影響を踏まえた将来推計人口のシミュレーションを行います。 



３ 将来展望 

（現在 分析中です） 

●「１ 出生率によるシミュレーション」及び「２ 人口移動によるシミュレーション」を踏まえ、 
 吹田市が目指す将来の方向について展望します。 


